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(57)【要約】
【課題】スティックタイプの内容物が直接、頭皮や地肌 
に塗布されることを防止することができると共に、髪な 
どの表面のみならず、内側にも簡単に塗布することので 
きる繰り出し容器を提供すること。
【解決手段】起立姿勢に保持されるとともに基端にベー 
ス１１を備えたスクリューロッド１０と、スクリューロ 
ッド１０に螺合される中皿２０と、中皿２０をスクリュ 
ーロッド１０とともに取り囲みその内側に内容物Ｍの充 
填空間Ｓを形成するケース本体３０とを備え、スクリュ 
ーロッド１０を、ベース１１を介して回転させることに 
より中皿２０をスクリューロッド１０の軸線Ｌに沿いス 
ライドさせて充填空間Ｓの内容物Ｍをケース本体３０の 
先端内側に形成された開放端３２より押し出す繰り出し 
容器１であって、スクリューロッド１０およびケース本 
体３０の少なくとも一方に、開放端３２に位置する櫛状 
部材１８を設けたこと。
【選択図】  図２

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 起 立 姿 勢 に 保 持 さ れ る と と も に 基 端 に ベ ー ス を 備 え た ス ク リ ュ ー ロ ッ ド と 、 該 ス ク リ ュ  
ー ロ ッ ド に 螺 合 さ れ る 中 皿 と 、 該 中 皿 を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド と と も に 取 り 囲 み そ の 内 側 に 内  
容 物 の 充 填 空 間 を 形 成 す る ケ ー ス 本 体 と を 備 え 、 該 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド を 、 該 ベ ー ス を 介 し  
て 回 転 さ せ る こ と に よ り 該 中 皿 を 該 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 軸 線 に 沿 い ス ラ イ ド さ せ て 該 充 填  
空 間 内 の 内 容 物 を 該 ケ ー ス 本 体 の 先 端 内 側 に 形 成 さ れ た 開 放 端 よ り 押 し 出 す 繰 り 出 し 容 器  
で あ っ て 、
　 前 記 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド お よ び 前 記 ケ ー ス 本 体 の 少 な く と も 一 方 に 、 該 開 放 端 に 位 置 す る  
櫛 状 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 繰 り 出 し 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド は 、 一 端 が 少 な く と も １ つ の 窓 孔 を 通 し て 前 記 充 填 空 間 に つ な が  
り 、 他 端 が 開 口 部 を 通 し て 前 記 ベ ー ス の 底 壁 面 に お い て 開 放 さ れ た 内 部 通 路 を 有 す る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 し た 繰 り 出 し 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド は 、 そ の 先 端 部 に 、 前 記 中 皿 の 螺 合 径 よ り も 小 さ い 縮 径 部 を 有 す  
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 し た 繰 り 出 し 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ケ ー ス 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 に 嵌 合 保 持 さ れ 、 前 記 開 放 端 を 、 前 記 櫛 状 部 材 と と も  
に 覆 い 隠 す カ バ ー キ ャ ッ プ を 備 え 、 該 カ バ ー キ ャ ッ プ は 、 該 カ バ ー キ ャ プ の 内 側 に お い て  
垂 下 保 持 さ れ 、 内 周 壁 を 前 記 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 縮 径 部 に 当 接 さ せ る 内 筒 を 有 す る こ と を  
特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 し た 繰 り 出 し 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 棒 状 の 内 容 物 を 繰 り 出 し 可 能 に 収 容 す る 繰 り 出 し 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 口 紅 な ど の 化 粧 料 や ス テ ィ ッ ク タ イ プ の 糊 等 の 棒 状 の 内 容 物 を 収 容 す る 容 器  
と し て 、 ケ ー ス 本 体 内 に 収 納 さ れ た 中 皿 に 棒 状 の 内 容 物 を 設 け 、 該 ケ ー ス 本 体 の 下 端 部 分  
に 取 り 付 け ら れ た 操 作 部 （ ダ イ ヤ ル 等 ） を 回 動 さ せ て 中 皿 を 昇 降 動 さ せ 、 こ れ に よ っ て 内  
容 物 を ケ ー ス 本 体 の 開 放 端 か ら 適 宜 押 し 出 す 、 繰 り 出 し 容 器 が 広 く 利 用 さ れ て い る （ 例 え  
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ５ ５ ５ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 従 来 の 繰 り 出 し 容 器 を 、 例 え ば 、 ス テ ィ ッ ク タ イ プ の 整 髪 料 に 利 用 し た 場 合  
、 整 髪 料 が 髪 の み な ら ず 頭 皮 に も 塗 布 さ れ て し ま う お そ れ が あ り 、 ま た 表 面 の 髪 に は 簡 単  
に 塗 布 す る こ と が で き る も の の 、 内 側 の 髪 に は 塗 布 し づ ら い 点 に 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 ス テ ィ ッ ク タ イ プ の 内 容 物 が 直 接 、 頭 皮 や 地 肌 に 塗 布 さ れ る こ と  
を 防 止 す る こ と が で き る と 共 に 、 髪 な ど の 表 面 の み な ら ず 、 内 側 に も 簡 単 に 塗 布 す る こ と  
の で き る 繰 り 出 し 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 実 現 す る た め に 開 発 し た 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 は 、 起 立 姿 勢 に 保 持 さ れ る と  
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と も に 基 端 に ベ ー ス を 備 え た ス ク リ ュ ー ロ ッ ド と 、 該 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド に 螺 合 さ れ る 中 皿  
と 、 該 中 皿 を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド と と も に 取 り 囲 み そ の 内 側 に 内 容 物 の 充 填 空 間 を 形 成 す る  
ケ ー ス 本 体 と を 備 え 、 該 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド を 、 該 ベ ー ス を 介 し て 回 転 さ せ る こ と に よ り 該  
中 皿 を 該 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 軸 線 に 沿 い ス ラ イ ド さ せ て 該 充 填 空 間 内 の 内 容 物 を 該 ケ ー ス  
本 体 の 先 端 内 側 に 形 成 さ れ た 開 放 端 よ り 押 し 出 す 繰 り 出 し 容 器 で あ っ て 、 前 記 ス ク リ ュ ー  
ロ ッ ド お よ び 前 記 ケ ー ス 本 体 の 少 な く と も 一 方 に 、 該 開 放 端 に 位 置 す る 櫛 状 部 材 を 設 け た  
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 は 、 前 記 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド は 、 一 端 が 少 な く と も １ つ の 窓  
孔 を 通 し て 前 記 充 填 空 間 に つ な が り 、 他 端 が 開 口 部 を 通 し て 前 記 ベ ー ス の 底 壁 面 に お い て  
開 放 さ れ た 内 部 通 路 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 は 、 前 記 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド は 、 そ の 先 端 部 に 、 前 記 中 皿 の  
螺 合 径 よ り も 小 さ い 縮 径 部 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 は 、 前 記 ケ ー ス 本 体 の 先 端 に 着 脱 自 在 に 嵌 合 保 持 さ れ 、  
前 記 開 放 端 を 、 前 記 櫛 状 部 材 と と も に 覆 い 隠 す カ バ ー キ ャ ッ プ を 備 え 、 該 カ バ ー キ ャ ッ プ  
は 、 該 カ バ ー キ ャ プ の 内 側 に お い て 垂 下 保 持 さ れ 、 内 周 壁 を 前 記 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 縮 径  
部 に 当 接 さ せ る 内 筒 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 に よ れ ば 、 内 容 物 を ケ ー ス 本 体 の 開 放 端 か ら 押 し 出 す （ 螺 昇 さ せ  
る ） ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 先 端 お よ び ケ ー ス 本 体 の 上 端 の 少 な く と も 一 方 に 櫛 状 部 材 を 設 け  
た こ と で 、 該 櫛 状 部 材 を 頭 皮 や 地 肌 に 押 し 当 て な が ら 内 容 物 を 髪 等 に 塗 布 す る こ と が で き  
る た め 、 内 容 物 が 直 接 、 頭 皮 や 地 肌 に 塗 布 さ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 に よ れ ば 、 櫛 状 部 材 に よ っ て 髪 等 を と か し な が ら 内 容 物 を  
塗 布 す る こ と が で き る た め 、 表 面 の み な ら ず 、 内 側 へ も 簡 単 に 塗 布 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 に よ れ ば 、 櫛 状 部 材 は 昇 降 せ ず 、 内 容 物 の み が ケ ー ス 本 体  
内 で 昇 降 す る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 使 用 者 が 利 用 し や す い よ う に 内 容 物 と 櫛 状 部 材  
の 先 端 と の 距 離 を 決 め る こ と が で き 、 使 い 勝 手 が よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 の 一 実 施 形 態 を 示 し た 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ）  
は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ の 繰 り 出 し 容 器 を 、 カ バ ー キ ャ ッ プ を 取 り 外 し た 状 態 で 示 し た 平 面  
図 で あ り 、 （ ｂ ） は 、 図 １ の Ａ － Ａ 位 置 断 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は 底 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 、 図 ２ の 繰 り 出 し 容 器 の Ｂ － Ｂ 位 置 断 面 図 、 （ ｂ ） は Ｃ － Ｃ 位 置 断 面 図  
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 の 使 用 状 態 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に し た が う 繰 り 出 し 容 器 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 平 面 図 、  
（ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ） は 底 面 図 で あ る 。 図 ２ の （ ａ ） は 、 図 １ の 繰 り 出 し 容 器 を 、 カ バ  
ー キ ャ ッ プ を 取 り 外 し た 状 態 で 示 し た 平 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 １ の Ａ － Ａ 位 置 断 面 で あ  
り 、 （ ｃ ） は 底 面 図 で あ る 。 図 ３ の （ ａ ） は 、 図 ２ の 繰 り 出 し 容 器 の Ｂ ― Ｂ 位 置 断 面 図 、  
（ ｂ ） は Ｃ － Ｃ 位 置 断 面 図 で あ る 。 な お 、 本 発 明 に し た が う 繰 り 出 し 容 器 は 、 そ の 構 成 部  
材 の 全 て を 合 成 樹 脂 で 構 成 す る こ と が で き る が 、 そ の 全 部 も し く は 一 部 分 を 金 属 製 部 材 で  
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構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ～ ３ に お け る 符 号 １ は 、 繰 り 出 し 容 器 で あ り 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ 、 中 皿 ２ ０ 、  
ケ ー ス 本 体 ３ ０ お よ び カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０  
、 中 皿 ２ ０ 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ お よ び カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ の 各 軸 芯 は 、 共 通 軸 線 上 に 位 置 し  
て い る 。 以 下 、 こ の 共 通 軸 を 容 器 軸 線 Ｌ と 言 い 、 容 器 軸 線 Ｌ に 沿 っ た オ ー バ ー キ ャ ッ プ ４  
０ 側 を 上 側 、 そ の 反 対 側 を 下 側 と い う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ は 、 該 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ を 起 立 姿 勢 に 保 持 す る た め の ベ ー ス  
１ １ と 、 周 壁 に ね じ 部 １ ２ ｃ が 形 成 さ れ た ロ ッ ド 本 体 １ ２ と か ら な り 、 ベ ー ス １ １ お よ び  
ロ ッ ド 本 体 １ ２ が 一 体 に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ベ ー ス １ １ は 、 中 央 部 に 内 容 物 Ｍ の 充 填 口 を 形 成 す る 開 口 部 １ ４ ｂ が 形 成 さ れ た 底 壁 部  
１ ４ と 、 該 底 壁 部 １ ４ の 外 周 縁 か ら 垂 下 し た 筒 状 の 操 作 部 １ ４ ａ と 、 上 端 部 に 径 方 向 外 側  
に 向 け て 延 出 す る フ ラ ン ジ 部 １ ５ と 、 を 有 し て い る 。 ベ ー ス １ １ は 、 操 作 部 １ ４ ａ を 介 し  
て 、 容 器 軸 線 Ｌ 回 り に 回 動 可 能 で あ り 、 操 作 部 １ ４ ａ の 外 周 面 に は 、 手 指 で 把 持 し て 回 動  
さ せ る 際 の 滑 り 止 め と し て 、 図 １ に 示 す よ う な 複 数 の 溝 部 １ ４ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 ま た  
、 底 壁 部 １ ４ の 上 面 に は 、 後 述 す る ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 下 端 部 を 載 置 す る た め の 段 部 １ ４ ｄ  
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ロ ッ ド 本 体 １ ２ は 、 ベ ー ス １ １ の フ ラ ン ジ 部 １ ５ に つ な が り 、 周 壁 に 設 け た ね じ 部 １ ２  
ｃ を 介 し て 、 後 述 す る 中 皿 ２ ０ を 該 ロ ッ ド 本 体 １ ２ に 沿 っ て 昇 降 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。 ロ ッ ド 本 体 １ ２ は 、 内 側 に 内 部 通 路 １ ３ を 有 す る 筒 状 の 本 体 下 部 １ ２ ａ と 、 内 部 が  
十 字 形 の 仕 切 り 部 １ ６ に よ っ て ４ つ の ス ペ ー ス １ ７ に 区 画 さ れ た 本 体 上 部 １ ２ ｂ と か ら な  
る 。 ま た 、 仕 切 り 部 １ ６ は 、 十 字 形 に 限 定 さ れ ず 、 各 種 の 形 状 と す る こ と が で き る 。 な お  
、 本 体 上 部 １ ２ ｂ を 仕 切 り 部 １ ６ で 構 成 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ド 本 体 １ ２ に 使 用 さ れ る 材  
料 の 使 用 量 の 削 減 と 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ロ ッ ド 本 体 １ ２ の 本 体 下 部 １ ２ ａ は 、 周 壁 に 内 部 通 路 １ ３ に 連 通 す る １ 以 上 の 窓 孔 １ ９  
を 有 し て い る 。 ベ ー ス １ １ の 底 壁 部 １ ４ に 形 成 さ れ た 開 口 部 １ ４ ｂ か ら 内 容 物 Ｍ を 注 入 す  
る と 、 内 容 物 Ｍ は 、 内 部 通 路 １ ３ を 通 っ て 本 体 上 部 １ ２ ｂ の ス ペ ー ス １ ７ 内 に 充 填 さ れ る  
と 共 に 、 窓 孔 １ ９ を 通 っ て 後 述 す る ケ ー ス 本 体 ３ ０ 内 の 充 填 空 間 Ｓ 内 に 充 填 さ れ る 。 な お  
、 窓 孔 １ ９ は 、 矩 形 状 、 丸 形 等 、 各 種 の も の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 開 口 部 １ ４ ｂ か  
ら 内 部 に 充 填 ノ ズ ル を 挿 入 し 、 窓 孔 １ ９ に 近 い 部 分 か ら 内 容 物 Ｍ を 充 填 し て も よ く 、 こ の  
場 合 に は 、 内 部 通 路 １ ３ の 上 端 に の み 内 容 物 Ｍ が 残 留 す る た め 、 残 量 を 減 少 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 ロ ッ ド 本 体 １ ２ の 本 体 下 部 １ ２ ａ が 、 上 端 部 が 開 放 さ れ た 筒 状 体 か ら な り 、 該 上  
端 部 に 本 体 上 部 １ ２ ｂ の 十 字 状 の 仕 切 り 部 １ ６ が 一 体 連 結 し て い る 場 合 に は 、 本 体 下 部 １  
２ ａ 上 端 部 の 開 放 部 分 か ら 内 容 物 Ｍ を ス ペ ー ス １ ７ 内 お よ び 充 填 空 間 Ｓ 内 に 内 容 物 Ｍ を 充  
填 す る こ と が で き る た め 、 窓 孔 １ ９ を 設 け な く て も よ い 。
　 ま た 、 本 体 下 部 １ ２ ａ の 上 端 部 に 、 該 上 端 部 を 閉 塞 す る 頂 壁 を 設 け 、 本 体 下 部 １ ２ ａ の  
内 部 通 路 １ ３ と 本 体 上 部 １ ２ ｂ の ス ペ ー ス １ ７ と が 直 接 連 通 し な い 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ロ ッ ド 本 体 １ ２ の 本 体 上 部 １ ２ ｂ は 、 上 端 部 に 後 述 す る 中 皿 ２ ０ の 螺 合 径 （ 内 筒 ２ １ の  
内 周 面 に 形 成 さ れ た ね じ 部 ２ １ ａ の ね じ 山 の 径 ） よ り も 小 さ く 、 外 周 面 に ね じ 部 １ ２ ｃ が  
設 け ら れ て い な い 縮 径 部 １ ２ ｂ １ を 有 す る 。 こ の た め 、 縮 径 部 １ ２ ｂ １ が 、 ね じ 部 １ ２ ｃ  
に 螺 合 す る 、 後 述 す る 中 皿 ２ ０ の 上 昇 限 界 位 置 と な り 、 中 皿 ２ ０ の ね じ 部 ２ １ ｃ の ね じ 山  
が 干 渉 し な い よ う に な っ て い る 。 ま た 、 繰 り 出 し 容 器 １ を 組 み 立 て る 際 、 縮 径 部 １ ２ ｂ １  
を 設 け る こ と で 、 中 皿 ２ ０ を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ に 上 部 か ら 嵌 め 入 れ 易 い と い う 利 点 も  
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有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 上 部 １ ２ ｂ の 頂 部 に は 櫛 状 部 材 １ ８ が 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ と 一 体 で 設 け ら れ て  
い る 。 櫛 状 部 材 １ ８ は 、 図 ２ で は ７ 本 の 棒 状 の 櫛 歯 を 有 し て い る が 、 櫛 歯 の 形 状 お よ び 数  
は と く に 限 定 さ れ な い 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 櫛 状 部 材 １ ８ を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ の  
本 体 上 部 １ ２ ｂ の 頂 部 に 設 け た が 、 該 櫛 部 材 １ ８ は 、 後 述 す る ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 上 端 部 に  
設 け て も よ い し 、 そ の 両 方 に 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 中 皿 ２ ０ は 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ の ね じ 部 １ ２ ｃ に 係 合 す る ね じ 部 ２ １ ａ が 形 成 さ れ  
た 内 筒 ２ １ と 、 後 述 す る ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 内 壁 に 摺 動 可 能 に 接 触 す る 外 筒 ２ ２ と 、 内 筒 ２  
１ と 外 筒 ２ ２ を 相 互 に 一 体 連 結 す る 連 結 部 ２ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 外 筒 ２ ２ は 、 外  
周 壁 に 少 な く と も １ つ の 縦 溝 ２ ２ ａ （ 図 で は ２ つ ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ケ ー ス 本 体 ３ ０ は 、 中 皿 ２ ０ を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ と と も に 取 り 囲 み 、 そ の 内 側 に 内  
容 物 Ｍ の 充 填 空 間 Ｓ を 形 成 し 、 そ の 上 部 の 開 放 端 ３ ２ が 内 容 物 Ｍ の 押 し 出 し 口 と な る 。 ケ  
ー ス 本 体 ３ ０ は 、 上 部 お よ び 下 部 が そ れ ぞ れ 開 放 さ れ た 筒 状 体 か ら な り 、 そ の 内 周 壁 に は  
、 中 皿 ２ ０ の 外 筒 ２ ２ に 設 け ら れ た 縦 溝 ２ ２ ａ に 適 合 す る 縦 リ ブ ３ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る  
。 該 縦 リ ブ ３ ０ ａ は 、 中 皿 ２ ０ の 縦 溝 ２ ２ ａ と 係 合 さ れ 、 こ れ に よ っ て 中 皿 ２ ０ の 、 容 器  
軸 線 Ｌ 回 り の 回 転 を 規 制 す る こ と が で き る 。 な お 、 中 皿 ２ ０ の 外 筒 ２ ２ に 縦 リ ブ を 設 け 、  
ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 内 周 壁 に 該 縦 リ ブ に 係 合 す る 縦 溝 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 容 器 軸 線 Ｌ 回 り の 回 転 が 規 制 さ れ た 中 皿 ２ ０ は 、 ベ ー ス １ １ を 介 し た ス ク リ ュ ー ロ ッ ド  
１ ０ の 回 転 に 伴 っ て 昇 降 す る こ と に な り 、 こ れ に よ っ て ケ ー ス 本 体 ３ ０ 内 を 図 ２ に 示 す 最  
下 降 位 置 か ら 図 に 破 線 で 示 す 上 昇 限 界 位 置 の 間 を 適 宜 、 ス ラ イ ド さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ケ ー ス 本 体 ３ ０ に は 、 ベ ー ス １ １ の 底 壁 部 １ ４ と ほ ぼ 同 等 の 径 を 有 し 、 下 端 部 を 底 壁 部  
１ ４ の 段 部 １ ４ ｄ に 嵌 め 入 れ る 一 方 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 下 端 部 の 内 壁 か ら 容 器 軸 線 Ｌ に 向  
か っ て 突 出 し 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ の フ ラ ン ジ 部 １ ５ の 下 面 に 係 合 す る 舌 片 ３ １ が 設 け  
ら れ て い る 。 こ の 舌 片 ３ １ に よ り 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ は 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ に 対 し て 回  
動 可 能 に 抜 け 止 め 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ケ ー ス 本 体 ３ ０ は 、 上 端 部 に 本 体 部 分 に 対 し て そ の 外 径 が 小 さ い 口 部 ３ ３ を 有 し 、 該 口  
部 ３ ３ を 覆 う よ う に 後 述 す る カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ が 設 け ら れ る 。 な お 、 口 部 ３ ３ の 外 周 面  
に は 、 カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ と 係 合 可 能 な 環 状 の リ ブ ３ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ は 、 下 端 面 ３ ０ ｂ が 弧 状 に 切 り 欠 か れ て い る 。 こ の よ う に 弧 状 と  
す る こ と で 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 下 端 面 ３ ０ ｂ と ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ の 底 壁 部 １ ４ 上 面 と  
の 接 触 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き 、 操 作 部 １ ４ ａ を ス ム ー ズ に 回 転 さ せ る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 開 放 端 ３ ２ を 密 閉 す る キ ャ ッ プ で あ り 、 中 央  
部 に 櫛 状 部 材 １ ８ を 収 納 す る た め の 突 出 部 ４ １ を 有 す る 天 壁 部 ４ ２ と 、 該 突 出 部 ４ １ か ら  
垂 下 し た 内 筒 ４ ３ と 、 天 壁 部 ４ ２ の 外 縁 か ら 垂 下 し た 外 筒 ４ ４ と か ら な り 、 外 筒 ４ ４ の 内  
周 面 に 設 け た リ ブ ４ ４ ａ を 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 口 部 ３ ３ の 外 周 壁 に 設 け た リ ブ ３ ３ ａ に ア  
ン ダ ー カ ッ ト 等 に よ っ て 嵌 合 す る こ と で 、 着 脱 自 在 に 保 持 さ れ る 。 な お 、 外 筒 ４ ４ の 内 周  
壁 お よ び 口 部 ３ ３ の 外 周 壁 に そ れ ぞ れ ね じ 部 を 設 け て カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ と ケ ー ス 本 体 ３  
０ と を ね じ 係 合 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 内 筒 ４ ３ の 内 周 壁 を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ の 縮 径 部 １ ２ ｂ １ に  
当 接 さ せ る （ 嵌 め 入 れ る ） こ と で 、 外 筒 ４ ４ と 協 働 し て ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 開 放 端 ３ ２ を 密  
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閉 す る こ と が 可 能 で 、 内 容 物 Ｍ の 充 填 に 際 し て 、 開 放 端 ３ ２ か ら の 内 容 物 Ｍ の 漏 れ を 回 避  
す る こ と が で き る と 共 に 、 内 容 物 Ｍ の 充 填 時 に 櫛 状 部 材 １ ８ を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 構 成 か ら な る 繰 り 出 し 容 器 １ に お い て 、 内 容 物 Ｍ は と く に 限 定 さ れ る も の で は な く  
、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ か ら 繰 り 出 し 、 櫛 状 部 材 １ ８ で と か し な が ら 塗 布 し て 使 用 す る も の で あ  
れ ば ど の よ う な も の で あ っ て も よ く 、 例 え ば 、 髪 用 の 化 粧 料 や 薬 剤 、 動 物 用 の 薬 剤 な ど に  
利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 内 容 物 Ｍ は 、 液 状 ま た は 粘 稠 状 の も の を 、 カ バ ー キ ャ ッ プ ４ ０ を ケ ー ス 本 体 ３ ０  
に 取 り 付 け て 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ の 開 放 端 ３ ２ を 密 閉 し た 状 態 で 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ の  
底 壁 部 １ ４ に 設 け た 開 口 部 １ ４ ｂ か ら 内 部 通 路 １ ３ を 通 っ て ロ ッ ド 本 体 １ ２ の ス ペ ー ス １  
７ 内 お よ び 、 窓 孔 １ ９ を 通 っ て ケ ー ス 本 体 ３ ０ 内 の 充 填 空 間 Ｓ 内 に 充 填 し 、 固 化 さ せ る こ  
と で 使 用 に 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に し た が う 繰 り 出 し 容 器 １ の 使 用 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
　 使 用 開 始 に あ た っ て は 、 ケ ー ス 本 体 ３ ０ を 手 指 で 把 持 、 固 定 し て お き 、 前 記 し た よ う に  
ス ク リ ュ ー ロ ッ ド １ ０ の ベ ー ス １ １ を 容 器 軸 線 Ｌ 回 り に 回 転 さ せ る 。 そ う す る と 、 中 皿 ２  
０ の 内 筒 ２ １ の ね じ 部 ２ １ ａ が 、 ロ ッ ド 本 体 １ ２ の ね じ 部 １ ２ ｃ に 係 合 す る こ と で 中 皿 ２  
０ が 螺 昇 し 、 該 螺 昇 力 に よ っ て 、 ケ ー ス 本 体 ３ の 充 填 空 間 Ｓ 内 に 充 填 ・ 固 化 さ れ た 内 容 物  
Ｍ が 、 本 体 上 部 １ ２ ｂ の ス ペ ー ス １ ７ 内 の 内 容 物 Ｍ と 分 断 さ れ る （ ス ペ ー ス １ ７ 内 の 内 容  
物 Ｍ は 、 櫛 状 部 材 １ ８ と ロ ッ ド 本 体 １ ２ の 本 体 上 部 １ ２ ｂ と の 間 に 設 け ら れ た 円 板 状 の 仕  
切 り 壁 に よ っ て 上 昇 が 制 限 さ れ る ） た め 円 筒 状 に 繰 り 上 が る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 円 筒 状 の 内 容 物 Ｍ は 、 櫛 状 部 材 １ ８ の 先 端 か ら 突 出 し な い 位 置 ま で 繰 り 出 し 、 例 え ば 整  
髪 剤 の 場 合 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 繰 り 出 し 容 器 １ を 下 向 き に 傾 動 さ せ 、 櫛 状 部 材 １ ８  
を 頭 皮 に 押 し 当 る と 共 に 、 髪 を と か し な が ら 塗 布 す る こ と で 、 内 容 物 Ｍ が 直 接 、 頭 皮 に 付  
着 す る こ と が な く 、 ま た 髪 の 表 面 の み な ら ず 、 内 側 の 髪 に も 内 容 物 Ｍ を 簡 単 に 塗 布 す る こ  
と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 繰 り 出 し 容 器 は 、 整 髪 剤 や 薬 剤 等 の 容 器 と し て 広 く 利 用 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１         繰 り 出 し 容 器
１ ０       ス ク リ ュ ー ロ ッ ド
１ １       ベ ー ス
１ ２       ロ ッ ド 本 体
１ ２ ａ     本 体 下 部
１ ２ ｂ     本 体 上 部
１ ２ ｂ １   縮 径 部
１ ２ ｃ     ね じ 部
１ ３       内 部 通 路
１ ４       底 壁 部
１ ４ ａ     操 作 部
１ ４ ｂ     開 口 部
１ ４ ｃ     溝 部
１ ４ ｄ     段 部
１ ５       フ ラ ン ジ 部
１ ６       仕 切 り 部
１ ７       ス ペ ー ス
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１ ８       櫛 状 部 材
１ ９       窓 孔
２ ０       中 皿
２ １       内 筒
２ １ ａ     ね じ 部
２ ２       外 筒
２ ２ ａ     縦 溝
２ ３       連 結 部
３ ０       ケ ー ス 本 体
３ ０ ａ     縦 リ ブ
３ ０ ｂ     下 端 面
３ １       舌 片
３ ２       開 放 端
３ ３       口 部
３ ３ ａ     リ ブ
４ ０       カ バ ー キ ャ ッ プ
４ １       突 出 部
４ ２       天 壁 部
４ ３       内 筒
４ ４       外 筒
４ ４ ａ     リ ブ
Ｓ         充 填 空 間
Ｍ         内 容 物
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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